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■ 広報かみさと　20.４ ■

平成20年度一般会計当初予算

一般会計当初予算

67億3200万円のあらまし
〜安全で快適に暮らせるまちづくりを目指して〜

　町の財政状況は、このところの経済状況の好転にあわせて、大型量販店等の進出などにより良好な状態を維持
していますが、米国経済の動向、原油価格の高騰等による景気の変動や税制改正の動向など不透明な要素を抱え
ており、今後も福祉・医療や町有施設の改築需要等に伴う歳出の増が見込まれる状況にあります。
　上里町の平成20年度予算は第４次総合振興計画を基本に据え「新行財政改革推進プラン」に基づき、歳入では
税の収納率の向上など自主財源の確保に努めるとともに、歳出では物件費（備品、消耗品費、水道光熱費、印刷
代等）などの経常経費の削減と建設費などにあてられる投資的経費の抑制により健全財政の維持に努め、予算編
成を実施しました。
　こうした節約した予算ではありますが、医療制度改革への対応や、町民が安全で安心して暮らせるまちづくり
のための防災対策関係予算を重点配分しています。

歳　入
◆歳入の特色
　財源的には、自主財源が63.0％と対前年
度比0.6％増となり、昨年に引き続き増とな
りました。これは、町税の伸びによるもので
すが、町財政の自主性と安定性が高まったこ
とを意味します。しかし、予算的には歳入の
不足分を財政調整基金（町の貯金）から繰り
入れていて、依然として厳しい財政運営とい
えます。
●歳入の56.2％を占める町税ですが、近年

の好況を反映し法人町民税及び固定資産税
が増収となっています。（対前年度比5.1％
増）

●地方交付税は、前年度の好調な法人町民税
の影響などにより、減額が見込まれます。

（対前年度比6.4％減）
●県支出金は個人町民税徴収事務委託金の増

が主な原因です。（対前年度比14.8％増）
●町債（町の借入）は、歳出の普通建設費を

圧縮していることにより減となっていま
す。（対前年度比2.4％減）

●繰入金は財政調整基金からの繰入れを
3,000万円におさえることができ、大幅な
減額をすることができました。（前年度比
71.6％減）

自主財源
42億3,815万円
63.0%

依存財源
24億9,385万円
37.0%

［財源構成］

諸収入等
２億1,696万円
（3.2％）

県支出金
４億3,049万円
（6.4％）

町債
３億7,500万円
（5.6％）

国庫支出金
４億2,689万円
（6.3％）

各種交付金
４億4,743万円
（6.6％）

地方譲与税
１億5,600万円
　（2.3％） 繰入金

3,706万円
（0.6％）

分担金・負担金
２億275万円
（3.0％）

町税
37億8,138万円
（56.2％）

地方交付税
６億5,804万円
（9.8％）
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平成20年度一般会計当初予算

歳　出

一般会計・特別会計・企業会計当初予算

◆歳出の特色
　今後も少子・高齢化の影響により町の財政負
担は大きくなっていくことが予測されることか
ら、昨年に引き続き、健全財政維持のため「新
行財政改革推進プラン」に基づく節約した予算
となりました。こうした中でも、重点施策と継
続施策はしっかりおさえ行政の効率化に努めま
した。これからも、既存の行政サービスの質を
損なうことなく、変動する時代に対応した内容
が提供できるよう努めていきます。
●重点的な推進事項として、「安全で快適に暮

らせるまちづくり」の観点から防災対策関係
の強化を図りました。河川のはん濫に備え、
安全に避難し被害を最小限に抑えることを目
的とするハザードマップを作成します。また、
第一分団の消防自動車購入や防災行政無線子
局を新設いたします。（消防費に計上）

●民生費は、対前年度比2.3％の増で歳出の32
％と最も大きな部分を占めています。町民の
皆様には身近な福祉関係の予算で、少子・高
齢化施策として力をいれている分野です。本
年度は特定健診・特定保健指導への取組、妊
婦一般健康診査回数の増（２回から５回へ）、
乳幼児医療費助成事業では児玉郡市内の医療
機関について窓口払いの一部を廃止するなど
充実を図っています。

●子供たちは将来の町を担う財産で、教育費も
大きな柱の一つです。すでに、中学校に設置されているAED（自動体外式除細動器）を小学校５校に設置し、
また、上里東小学校を拠点校として英語支援員配置事業を実施します。本庄上里学校給食センター建設の
負担金は昨年に引き続き計上されて、教育費は対前年度比15.8％の増となっています。

●性質別分類をみると、普通建設事業費が圧縮され対前年度比16.7％の減となっていますが、町道や古新田
四ツ谷線の整備など主要事業は継続していきます。

議会費
8,895万円
（1.3％）

商工費
2,169万円
（0.3％）

民生費
21億4,987万円
（32.0％）

諸支出金・予備費
2,001万円
（0.3％）

消防費
４億3,131万円
（6.4％）

農林水産業費
２億5,063万円
（3.7％）

衛生費
５億1,308万円
（7.6％）

土木費
４億5,625万円
（6.8％） 公債費

６億6,372万円
（9.9％）

教育費
８億3,602万円
（12.4％）

総務費
13億47万円
（19.3％）

［性質別分類］

2,000万円
予備費
0.3%

繰出金
６億4,563万円
9.6%

積立金
53万円
0.0%

貸付金
1万円
0.0%

投資および出資金
120万円
0.0%

公債費
６億6,372万円
9.8%

普通建設事業費
２億9,345万円
4.4%

補助費等
16億8,697万円
25.1%

扶助費
10億5,864万円
15.7%

維持補修費
1,192万円
0.2%

物件費 ８億5,673万円
12.7%

人件費
14億9,320万円
22.2%

区分 会計名 平成20年度予算額 平成19年度予算額 増減率
一般会計 67億3,200万円 66億5,220万円 1.2％

特
別
会
計

国民健康保険 20億9,468万円 21億7,021万円 △3.5％
介護保険 10億2,755万円 ８億9,995万円 14.2％

後期高齢者医療 ３億3,007万円 － 皆増
老人保健 ２億1,802万円 17億9,876万円 △87.9％

駅南土地区画整理事業 7,123万円 １億1,276万円 △36.8％

企
業
会
計

公共下水道 ５億7,778万円 ６億6,810万円 △13.5％
農業集落排水 1,736万円 1,695万円 2.4％
水道事業 ５億9,231万円 10億5,384万円 △43.8％

一般会計からの借入償還金を除く ５億9,231万円 ５億5,384万円 7.0％
合計 116億6,100万円 133億7,277万円 △12.8％

一般会計からの借入償還金を除く 116億6,100万円 128億7,277万円 △9.41％
※１万円未満四捨五入。△印はマイナス。水道事業は収益的収入と資本的収入の合計額。

町民１人あたりが負担する税額

122,848…円

町民１人あたりに使われる予算

218,706…円
（一般会計ベース：

平成20年３月１日現在人口で算出）
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平成18年度普通会計決算による

バランスシート・行政コスト計算書の概要
バランスシート

■バランスシートってどんなもの？
　地方自治体の一般会計、特別会計の予算・決
算は、１年間のお金の出入り（フロー）のみを
表したものになっているため、今ある公共施設
などの資産価値やこれから返済しなければなら
ない借金などの負債がどのくらいあるのか（ス
トック）を読み取ることができません。
　そこで、それらの状況が一覧で対比できるよ
う、民間企業などで用いられている「複式簿記」
で整理された「バランスシート」を作成してい
ます。
　「バランスシート」は、平成18年度までに整
備した建物や土地、基金など、どのくらいの資
産が町に蓄積されているのか、また負債（将来
の世代が負担するもの）がどのくらいあるのか
を表しています。
　バランスシートの構成は資産、負債と正味資
産となっており、「資産」＝「負債」＋「正味
資産」という関係にあります。
　正味資産とは、学校や道路などを建設するた
めに使ったお金のうち、国、県の補助金や町税
などが財源となった、今後返済の必要の無い資
産のことを示しています。また営利を目的とし
ない町のバランスシートでは「資本」という考
え方がありません。そのため民間企業でいう「資
本」は「正味資産」と表現し、今までの世代が
負担した金額としてとらえています。

■バランスシートから分かること
　町の資産合計は242億5,267万円で、このうち約33.6％が負債（将来の世代が負担するもの）によるものです。
　資産の部では、有形固定資産が全体の約88％を占めています。平成18年度は七本木小学校改修事業（耐震・
トイレ）などにより資産が３億9,621万円増加する一方で、過去に取得した財産が減価償却されたことにより、
前年対比で４億7,665万円の減額となりました。資産の合計では前年度対比で４億5,530万円減額となっていま
す。
　負債の部では、ここ数年の借入額は普通建設事業費を圧縮しているので減少していて、また償還額も増加して
おり地方債の残高は減額となりましたが、退職給与引当金が伸びていて9,432万円の増となっています。
　正味資産は、資産を形成するために使ったお金のうち、皆さんが納めた町税をはじめ、国や県からの補助金等
を財源としたもので、今後返済しなくてもよい支払い済みのものです。健全な財政運営の視点からは正味資産が
多く、負債が少ないことが望ましいとされています。平成18年度の正味資産の比率は、66.4％で、前年度より
１％低下しています。財政状態の健全度の指標として、高い方が良いので注視していく必要があります。
　また、町民一人当たりに換算すると、資産は75万９千円、負債が25万５千円、正味資産が50万４千円となり
ます。（平成19年３月31日総人口31,957人から算出）

資　産　の　部 金　　　額 対前年度増減額

①有形固定資産
（うち土地

213億5,161万円
66億5,728万円

(88.0%)
31.2%）

▲4億7,665万円

1 総 務 費 63億8,458万円 (29.9%)
2 民 生 費 6億1,860万円 (2.9%)
3 衛 生 費 3,689万円 (0.2%)
4 農 林 水 産 費 9億8,966万円 (4.6%)
5 商 工 費 890万円 (0.0%)
6 土 木 費 81億7,876万円 (38.3%)
7 消 防 費 2億2,882万円 (1.1%)
8 教 育 費 49億　192万円 (23.0%)
9 そ の 他 348万円 (0.0%)

②投資など 13億8,522万円 (5.7%) 1,769万円
③流動資産 15億1,584万円 (6.3%) 366万円
1 現 金・ 預 金 9億　748万円　　　　　　 7,101万円
2 未 収 金 6億　835万円　　　　　　 ▲6,735万円

合　　　　　　計 242億5,267万円　　　　　　 ▲4億5,530万円

負　債　の　部 金　　　額 対前年度増減額

①固定負債 75億6,516万円 6,258万円
1 地 方 債 60億8,022万円 ▲6,179万円
2 退職給与引当金 14億8,495万円 1億2,437万円

②流動負債 5億7,875万円
3,174万円

1
翌 年 度 償 還
予 定 額

5億7,875万円

合　　　　　　計 81億4,391万円(33.6%) 9,432万円

正味資産の部 金　　　額 対前年度増減額

①国からの補助金 16億2,140万円 ▲2,771万円
②県からの補助金 12億9,689万円 ▲1億1,391万円
③一般財源等 131億9,047万円 ▲4億　800万円

合　　　　　　計 161億876万円(66.4%) ▲5億4,962万円

負債・正味資産合計 242億5,267万円 ▲4億5,530万円

バランスシート

※バランスシートは総務省の『地方公共団体の総合的な財政分析に関する調
査研究報告書』に基づいて作成されています。
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行政コスト計算書
■行政コスト計算書って何？
　町の仕事には、高齢者や障害者などに対する助成や支援費など、人的サービスや給付サービスのような資産形
成につながらないサービスが大きな比重を占めています。
　バランスシートが資産や負債の状況を表すのに対し、行政コスト計算書は、このような資産形成につながらな
い行政サービスに要した費用が計上されています。
　そこで、「行政コスト計算書」は、この行政サービスについて、一年間（今回は平成18年４月１日から平成19
年３月31日まで）のサービス提供の状況を目的別・性質別にコスト（経費）面から把握し、これらに要した財源
の状況を明らかにするためのもので、企業会計の「損益計算書」にあたります。地方公共団体の場合に「損益計
算書」と呼ばない理由は、民間企業と異なり、利益を目的としていないため、利益の計算を主目的とする損益計
算書という名称はなじまないと考えられるからです。

■行政コスト計算書から分かること
　上里町の平成18年度の行政コストは69億82万円でした。これを性質別にみてみると、移転支出的なコストが
全体の48.6％を占めており、次いで物にかかるコストが25.8％、人にかかるコストが22.2％、その他のコスト
が3.4％となっています。次に、目的別で見ると民生費が全体の33.4％、総務費が16.5％、教育費が12.5％、
土木費が10.4％、衛生費が9.9％と続いています。
　行政コスト計算書は、資産形成以外にどれくらいサービスを提供したかを表しています。たとえば、バランス
シートでの有形固定資産では民生費の構成比は2.9％と少ないですが、行政コスト計算書では33.4％と最も多い
コストを使っています。このことから、民生費は資産の形成ではなく障害者・高齢者・保育所などに消費するコ
ストの方が多いことが読み取れます。
　「行政コスト計算書」を作成することにより、行政サービス提供のコストを把握し、行政活動の効率性を検討
することができます。今後は「新行財政改革推進プラン」とあわせて、分析・評価のための資料として活用して
いきます。

※詳細表については、上里町のホームページ「財政情報」に掲載しています。

行政コスト計算書

※行政コスト計算書は総務省の『地方公共団体の総合的な財政分析に関する調査研究報告書』に基づいて作成されています。

●用語の説明
　『性質別』…支出する経費が人件費や扶助費、公債費などのように経済的性質を基準とした分類です。
　『目的別』…教育費や民生費、土木費といった行政分野別の分類で、予算書や決算書に使われる分け方です。

性質別

合　　　計 構成比
（％）

人にかかる
コ　ス　ト

物にかかる
コ　ス　ト

移転支出的な
コ　ス　ト

その他の
コ　ス　ト

目
的
別

説　　　　明 人件費、退職給与
引当金など

電気料、修理など
維持補修、減価償
却

福祉関係の手当て
や、団体への補助
金など

借入れの利子、時
効により納入され
なかった税金など

1 議 会 費 8,588万円 371万円 265万円 － 9,224万円 1.3

2 総 務 費 5億9,533万円 4億8,025万円 6,295万円 － 11億3,853万円 16.5

3 民 生 費 2億9,534万円 1億9,185万円 18億1,957万円 － 23億　676万円 33.4

4 衛 生 費 7,804万円 1億3,912万円 4億6,475万円 － 6億8,191万円 9.9

5 農林水産業費 9,700万円 1億　750万円 1億7,173万円 － 3億7,623万円 5.5

6 商 工 費 629万円 85万円 1,406万円 － 2,120万円 0.3

7 土 木 費 1億1,597万円 4億1,639万円 1億8,217万円 － 7億1,453万円 10.4

8 消 防 費 583万円 3,748万円 4億2,826万円 － 4億7,157万円 6.8

9 教 育 費 2億5,025万円 4億　172万円 2億1,394万円 － 8億6,591万円 12.5

10 公 債 費 － － － 1億4,193万円 1億4,193万円 2.1

11 不 納 欠 損 額 － － － 9,001万円 9,001万円 1.3

合　　　　　　計 15億2,993万円 17億7,887万円 33億6,008万円 2億3,194万円 69億82万円

構成比（％） 22.2 25.8 48.6 3.4 100
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に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
的
に
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
保
険
料
を
後
払
い
に
で
き

る
﹃
学
生
納
付
特
例
﹄
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
市
区
町
村
の
国
民
年
金
の
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
保

険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

追
納
す
る
︵
保
険
料
を
後
か
ら

納
め
る
︶
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
学
︵
大
学
院
︶、
短
大
、
高

等
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
︵
※
①
︶
等
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
︵
※
②
︶
が
対
象

で
す
。
た
だ
し
、
本
人
の
前
年
所

得
が
１
１
８
万
円
超
の
と
き
は
、

こ
の
特
例
の
対
象
と
さ
れ
ま
せ
ん

︵
学
生
に
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
、

限
度
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
︶。

※
①
⋮
各
種
学
校
の
対
象
は
、
学

校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
る

各
種
学
校
︵
修
業
年
限
は

１
年
以
上
で
あ
る
課
程
︶

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
文

部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た

課
程
の
海
外
大
学
︵
日
本

分
校
︶
の
学
生
も
含
ま
れ

ま
す
。

※
②
⋮
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま

す
。

■
こ
の
特
例
の
対
象
と
な
っ
た
期

間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
参
入

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
故
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
た
り
、
死
亡

し
た
場
合
、
本
人
や
遺
族
に
障

害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納

す
る
保
険
料
の
額
は
、
２
年
度

を
経
過
す
る
と
経
過
し
た
年
数

に
応
じ
て
加
算
が
つ
き
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
請
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。

申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
・
遺

族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

︵
コ
ピ
ー
可
︶

②
年
金
手
帳
︵
初
め
て
国
民
年
金

に
加
入
す
る
方
で
、
加
入
の
届

出
と
一
緒
に
申
請
す
る
と
き
は

不
要
︶

③
認
印
︵
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
︶

■
申
請
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か

︵
審
査
結
果
︶
は
、
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
申
請
の
時
期
に
よ
っ

て
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
案
内
書
が
行
き
違
い
で
届
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

熊
谷
社
会
保
険
事
務
局
［
☎
０

４
８
︱
５
２
２
︱
５
２
１
１
］

対
象
に
な
る
学
生

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

申
請
時
の
ポ
イ
ン
ト

問
合
せ

『
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
』
申
請
受
付

対
象
者
／
専
用
住
宅
︵
建
売
住
宅
は
対
象
外
︶
に
10
人
槽
以
下
の
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
着
工
し
、
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完
了
す
る
方

※
着
工
日
を
確
認
す
る
た
め
、
現
地
を
確
認
し
ま
す
。
な
お
、
公
共
機
関

に
よ
る
道
路
拡
幅
事
業
な
ど
で
便
槽
取
壊
し
に
よ
る
補
償
を
受
け
た
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

対
象
区
域
／
町
内
で
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
施
行
区
域
︵
上
郷
・
久
保
地
区
︶
を
除
い
た
区
域

対
象
浄
化
槽
／
国
庫
補
助
指
針
に
適
合
、
ま
た
は
全
国
浄
化
槽
協
会
に
登

録
し
た
浄
化
槽
︵
な
お
設
置
業
者
に
よ
る
機
能
保
証
登
録
が
必
要
︶

受
付
期
間
／
︵
前
期
︶
６
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪
、︵
後
期
︶
11
月
17
日
㈪

～
12
月
19
日
㈮

※
予
定
基
数
前
期
・
後
期
各
30
基
︵
新
設
25
基
・
転
換
５
基
︶
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

設
置
費
補
助
金
額
／
１
基
あ
た
り
16
万
８
０
０
０
円
︵
10
人
槽
以
下
︶

転
換
促
進
費
補
助
／
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
方
式
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
さ
れ
る
場
合
に
対
象

※
補
助
金
額
は
、
１
基
あ
た
り
６
万
円
︵
10
人
槽
以
下
︶
で
す
。
な
お
、

前
記
の
設
置
費
補
助
金
額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
が
、
建
物
の
新
築
や
建

て
替
え
の
場
合
に
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

︻
平
成
21
年
度
設
置
補
助
申
請
の
見
直
し
に
つ
い
て
︼

　

平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り
、
建
物
の
新
築
や
建
て
替
え
の
場
合
に

よ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
申
請
は
対
象
外
と
見
直
す
予
定
で
す
。

な
お
、
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
方
式
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
転
換
さ
れ
る
場
合
は
今
ま
で
ど
お
り
対
象
と
な
り
ま

す
。

問
合
せ
⋮
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　
　
　
［
☎
35
︱
１
２
２
８
内
２
３
１
１
・
２
３
１
２
］
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国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法

律
・
会
計
等
の
専
門
知
識
を
駆
使

し
、
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導

な
ど
の
事
務
を
行
う
国
税
専
門
官

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

◆
受
験
資
格

⑴
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

⑵
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
方
で

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

21
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪
︵
消
印

有
効
、
土
日
除
く
︶

◆
申
込
書
提
出
先

　

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所

管
す
る
国
税
局
へ

◆
問
合
せ
・
申
込
書
の
請
求

　

本
庄
税
務
署
総
務
課
［
☎
22
︱

２
１
１
１
］・
関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係
［
☎
０
４
８

︱
６
０
０
︱
３
１
１
１
］

①
土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

町
内
所
在
の
課
税
対
象
と
な
る

土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
、
土
地

の
納
税
者
は
︵
自
己
所
有
の
土
地

だ
け
で
な
く
ほ
か
の
所
有
の
土
地

も
含
め
て
︶
土
地
縦
覧
帳
簿
に
登

録
さ
れ
た
価
格
を
、
家
屋
の
納
税

者
は
︵
自
己
所
有
の
家
屋
だ
け
で

な
く
ほ
か
の
所
有
の
家
屋
も
含
め

て
︶
家
屋
縦
覧
帳
簿
に
登
録
さ
れ

た
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

②
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、

自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
部
分
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
を
借
り
て
い
る
人

は
そ
の
土
地
に
つ
い
て
、
家
屋
を

借
り
て
い
る
人
は
そ
の
家
屋
及
び

そ
の
敷
地
の
土
地
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
記
載
内
容
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

③
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧

　

固
定
資
産
税
に
係
る
標
準
的
な

宅
地
の
価
格
に
つ
い
て
、
標
準
宅

地
の
位
置
及
び
単
位
地
籍
当
た
り

の
価
格
を
ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

◆
縦
覧
・
閲
覧
期
間

①
⋮
４
月
１
日
㈫
～
６
月
２
日
㈪

②
③
⋮
い
つ
で
も
可

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

◆
閲
覧
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分◆
縦
覧
・
閲
覧
場
所

　

上
里
町
役
場
税
務
課
︵
⑪
番
窓

口
︶

◆
手
数
料

①
③
⋮
無
料

②
⋮
４
月
１
日
㈫
～
６
月
２
日
㈪

の
間
は
無
料
︵
期
間
を
過
ぎ

る
と
有
料
︶

◆
持
参
す
る
も
の

①
②
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
身
分

証
明
書
︵
免
許
証
・
保
険
証
等
︶

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。
借
地
・
借
家
人
で

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
賃

貸
借
契
約
書
等
の
提
示
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ

　

税
務
課
資
産
税
係
［
☎
35
︱
１

２
２
０
︵
直
通
︶］◆４月の開庁日

[夜間（午後９時まで）]
　４月７日㈪・15日㈫・25日㈮
[休日（午前８時30分～正午）]　
　４月13日㈰

※夜間は庁舎西入口（夜間入口）よりお入
　りください。

◆窓口・問合せ
　税務課収税係
　［（１階西側）☎35－1220内1121］

◆お知らせ◆
税の納付は便利、確実な

　　 『口座振替』のご利用を！

納税窓口
夜間・休日開庁のお知らせ

税務通信税務通信

◆平成20年２月29日分

一般競争入札の結果 ※単位は円。金額については消費税込み
の契約金額です。

工　　事　　名 落札金額 落札業者

①
平成19年度　上里公共下
水道事業汚水管渠築造工
事（２工区）

63,000,000
金子・木村特定建設

工事共同企業体

国
税
専
門
官
募
集

〜
大
学
卒
業
程
度
〜

平
成
20
年
度

　

固
定
資
産
税
の

　
　

 

縦
覧
・
閲
覧
制
度
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
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介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
年
度
か
ら
﹃
生
活
機
能
評
価
﹄

の
健
診
︵
検
査
︶
が
新
た
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
４
月
中
旬
ま
で
に
65

歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
を
対
象
に﹃
生
活
機
能︵
基

本
︶
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
﹄
を
送
付

し
ま
す
。
必
要
な
介
護
予
防
を
知

る
た
め
に
、日
常
生
活
を
﹃
は
い
﹄

﹃
い
い
え
﹄
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
７

月
22
日
㈫
ま
で
に
同
封
さ
れ
た
封

筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
信
し
て
い
た
だ
い
た
生
活
機

能
︵
基
本
︶
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
り
、
生
活
機
能
評
価
の
健
診
を

受
診
し
て
い
た
だ
く
方
を
決
定
し
、

そ
の
後
に
実
施
さ
れ
る
特
定
健
康

診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と

一
緒
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
上
里
町
国
民
健
康
保
険

以
外
の
健
康
保
険
組
合
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
生
活

機
能
評
価
は
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

返
信
を
お
願
い
し
ま
す
︵
受
診
日

に
つ
い
て
は
、
後
日
個
別
通
知
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︶。

　

65
歳
以
上
の
方
の
﹃
生
活
機
能

の
低
下
の
有
無
﹄を
チ
ェ
ッ
ク︵
図

１
参
照
︶
す
る
も
の
で
す
。

　

介
護
予
防
の
た
め
の
判
断
基
準

で
あ
り
、
そ
の
判
定
方
法
は
生
活

機
能
︵
基
本
︶
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

と
生
活
機
能
検
査
︵
問
診
や
身
体

測
定
、
理
学
的
検
査
、
血
圧
測
定
、

貧
血
検
査
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
、

心
電
図
︶
の
結
果
か
ら
、
医
師
が

﹃
生
活
機
能
の
低
下
﹄
の
﹃
有
り
﹄

﹃
無
し
﹄
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
介
護
予
防
事

業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
方
を
決

定
し
、
元
気
に
生
活
し
て
い
く
こ

と
を
支
援
・
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

返
信
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

検
査
を
受
け
る
対
象
者
の
把
握
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
返

65歳以上で介護保険の認定を受けていない方に

『生活機能（基本）チェックリスト』（特定高齢者候補者の選定）
が郵送されます

健康保険課からのお知らせ
問合せ…健康保険課［☎35-1222］
　　　　医療年金係［内1221〜1224］・地域包括支援係［内1204・1206］

信
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

　

地
域
包
括
支
援
係
［
☎
内
１
２

０
４
・
１
２
０
６
］

◆
『
生
活
機
能
評
価
』
と
は
？

◆
生
活
機
能
（
基
本
）

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
？

№ 質問項目 回答
1 バスや電車で１人で外出していますか ０．はい １．いいえ
2 日用品の買い物をしていますか ０．はい １．いいえ
3 預貯金の出し入れをしていますか ０．はい １．いいえ
4 友人の家を訪ねていますか ０．はい １．いいえ
5 家族や友人の相談にのっていますか ０．はい １．いいえ
6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか ０．はい １．いいえ
7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか ０．はい １．いいえ
8 15分位続けて歩いていますか ０．はい １．いいえ
9 この１年間に転んだことはありますか １．はい ０．いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか １．はい ０．いいえ
11 ６か月間で２〜３㎏以上の体重減少がありましたか １．はい ０．いいえ
12 身長　　　　㎝　体重　　　　㎏　（ＢＭＩ　　　　　）　　ＢＭＩ18.5未満＝１．はい
13 半年前に比べて硬いものが食べにくくなりましたか １．はい ０．いいえ
14 お茶や汁物などでむせることがありますか １．はい ０．いいえ
15 口の渇きが気になりますか １．はい ０．いいえ
16 週に１回以上は外出していますか ０．はい １．いいえ
17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか １．はい ０．いいえ

18
周りの人から『いつも同じことを聞く』などの物忘れがあると
言われますか

１．はい ０．いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか ０．はい １．いいえ
20 今日が何月何日かわからない時がありますか １．はい ０．いいえ

21（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない １．はい ０．いいえ

22
（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなく
なった

１．はい ０．いいえ

23
（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに
感じられる

１．はい ０．いいえ

24（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない １．はい ０．いいえ
25（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする １．はい ０．いいえ

26 自動車・自転車・バイクなどに乗って外出していますか ０．はい １．いいえ
27 趣味や稽古事（クラブやサークル）をしていますか ０．はい １．いいえ
28 この１年間に入院の経験はありますか １．はい ０．いいえ
29 自分で食事の支度（用意）ができますか ０．はい １．いいえ

生活機能（基本）チェックリスト
（図1）
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■ 広報かみさと　№467 ■

■
対
象
者

①
特
定
健
康
診
査

　

上
里
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　

上
里
町
に
お
住
ま
い
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
込

　

該
当
者
に
健
康
診
査
の
申
込
書

を
４
月
中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

健
診
希
望
日
な
ど
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
希
望
さ
れ
る
健
診
日
の

１
か
月
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
会
場
の
都
合
上
、
１
日
に
受
診

で
き
る
人
数
が
１
０
０
名
程
度

と
な
り
ま
す
。
同
一
の
健
診
日

で
希
望
者
多
数
と
な
る
場
合
は
、

申
込
を
受
け
付
け
た
順
︵
先
着

順
︶
と
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
健
診
日
の
記
入
が
な

い
場
合
に
は
、
申
込
状
況
を
確

認
し
た
上
で
、
自
動
的
に
日
程

を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
日
程

　

６
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮

　

７
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮

　

８
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

■
会
場

　

上
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー■
健
診
項
目

　

問
診
、
理
学
的
検
査
︵
身
体
診

察
︶、
身
長
、
体
重
、
胴
囲
︵
74
歳

以
下
︶
の
測
定
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
︵
肥
満

度
︶
の
判
定
、
尿
検
査
、
血
液
検

査
︵
肝
機
能
検
査
、
血
中
脂
質
検

査
、
血
糖
検
査
︶

■
料
金

　

８
０
０
円

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
方
で
特

定
健
康
診
査
に
該
当
す
る
方
は
、

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
申
請
の
際
、

領
収
書
・
検
査
結
果
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
人
間
ド
ッ

ク
の
検
査
項
目
に
特
定
健
康
診

査
の
検
査
項
目
が
す
べ
て
含
ま

れ
て
い
る
場
合
、
特
定
健
康
診

査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
が
、

人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
に
よ
り
特

定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

医
療
年
金
係
［
☎
内
１
２
２
１

～
１
２
２
４
］

健康保険課からのお知らせ
問合せ…健康保険課［☎35-1222］

医療年金係［内1221〜1224］・地域包括支援係［内1204・1206］

●
平
成
20
年
４
月
か
ら
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）の
対
象
と
な
る

方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
で
、

○
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
方

○
介
護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
年

金
額
の
２
分
の
１
未
満
の
方

○
平
成
20
年
１
月
10
日
現
在
に
上

里
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
た
方

　

以
上
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

方
は
、
該
当
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

る
方
に
は
、
４
月
上
旬
に
お
手
元

に
﹃
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
仮

徴
収
額
決
定
通
知
書
﹄
が
届
き
ま

す
。

●
特
別
徴
収
の
仕
組
み

①
平
成
20
年
４
月
、
６
月
、
８
月

の
３
期
は
、
平
成
19
年
度
住
民

税
申
告
の
情
報
に
基
づ
き
計
算

さ
れ
た
保
険
料
額
が
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
︵
仮
徴
収
︶。

②
平
成
20
年
７
月
に
平
成
20
年
度

の
住
民
税
申
告
の
情
報
に
基
づ

き
本
算
定
が
さ
れ
、
保
険
料
年

額
が
確
定
し
ま
す
の
で
、
平
成

20
年
10
月
、
12
月
、
平
成
21
年

２
月
の
３
期
で
不
足
分
の
保
険

料
額
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
︵
本
徴
収
︶。

※
平
成
20
年
１
月
10
日
現
在
に
上

里
町
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方

は
、
平
成
20
年
10
月
以
降
特
別

徴
収
︵
本
徴
収
︶
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

※
特
別
徴
収
︵
仮
徴
収
、
本
徴
収

両
方
と
も
︶
の
対
象
に
な
ら
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

７
月
上
旬
に
お
送
り
す
る
納
付

書
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ

医
療
年
金
係
［
内
１
２
２
１
～

１
２
２
４
］

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
健
診
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
健
診
制

度
で
は
、
特
定
健
康
診
査
は
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
医

療
保
険
者
が
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
健
康
管
理
を
生
か

し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

国民健康保険に加入されている方へ
　現在お持ちの上里町国民健康保険被保険者証、限度

額認定証、特定疾病受給者証の裏面につきましては、

老人保健制度が後期高齢者医療制度へ移行することに

より、内容の一部変更が必要なところですが、経費削

減などに対処すべく、差し替えは行いませんので御了

承ください。

　不明な点は、ご連絡ください。

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収（
仮
徴
収
）が
始
ま
り
ま
す
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■ 広報かみさと　20.４ ■

　子宮がんには、頸部がんと体部がんの２種類があり、がんのできる場所が違います。同じ子宮に発症する
がんでも、発生しやすい要因や年齢、症状などに違いがあります（表１参照）。
　子宮頸部がんには検診が非常に有効で、進行がんを防ぎ死亡を減らす効果が証明されています。
　頸部がんの発生率は、50歳以上の中高年層ではこの20年間で順調に減ってきていますが、逆に20〜24
歳では約２倍に、25〜29歳では３〜４倍に増加しています。これは、頸部がんはヒトパピローマウイルス
の感染が関与しており、高齢になるほど多くなるほかのがんと違って、性行動が活発な若い世代での感染が
増えているためと考えられています。子宮がん全体の死亡人数・割合でみると、頚部がんで亡くなる方が多
くなっています。
　頚部がん・体部がんともに、早期発見、早期治療によ
り治るがんであるため、年に１回、少なくとも２年に１
回はぜひ検診を受けましょう。

上里町では子宮頸部がん検診を実施します
◆対　象／町内に在住する20歳以上で、病院、職場等で

受ける機会のない方
◆検　診／集団と個別のどちらか一方を選んで受診
◆日程表／下表のとおり
◆申　込／保健センターへ
※子宮体部がん検診を希望される方は、医療機関へご相

談ください。

　町では、安心・安全な出産を迎えることができるよう妊娠中
の健康診査の一部を無料で受けられる『妊婦一般健康診査受診券』
の交付をこれまでの２回から５回に拡大します。平成20年４月
１日時点で出産予定日を迎えていない方で、上里町で既に２回
分の『妊婦一般健康診査受診券』を交付されている方には追加
交付を行います。対象となる方には個別に通知します。上里町
外から転入された方にも受診券を交付しますので、お手元に通
知文が届かない方は、上里町保健センターまでご連絡ください。

こんにちは！
保健師＆

栄養士です
保健センターからのお知らせ

問合せ…保健センター［☎33―2550］

〜20歳代の若年層では、急激に増えています〜

受けよう！『子宮がん検診』

〜平成20年４月１日から〜

『妊婦一般健康診査』の公費負担回数が５回に増えます

表１　『頸部がん』と『体部がん』の違い

子宮頸部がん 子宮体部がん

できる場所
子宮の入り口であ
る頸部の表面の細
胞から発生

子宮の奥にあたる
体部のうちの内膜
から発生

何歳の人に
多い？

30〜40歳代で多
く診断されている。
40歳 以 上 で は
年々減少している
が、20〜30歳代
では逆に増加して
いる

50〜60歳代で多
く診断されている。
以前は少なかった
が、すべての年代
層で年々増加して
いる

どんな人が
なりやすい？

ヒトパピローマウ
イルスの感染が発
がんと強い関係に
ある。よって、活
発な性活動や性交
渉の相手が多いほ
どリスクが高くな
る。また、喫煙者
でもリスクが高く
なる

閉経以降にリスク
が高くなる

症状 初期は自覚症状が
ほとんど出ない

初期の症状として、
月経以外の出血が
あげられる。下腹
部痛も出血に次ぐ
症状である

集団検診

日時
４月22日㈫〜25日㈮・５月８日㈭・９日㈮
午後０時30分〜１時30分

会場 保健センター

料金 400円（乳がん検診と同時開催）

個別健診

日時 ５月１日㈭〜10月31日㈮

会場 本庄市内の指定の医療機関

料金 1,700円

　妊婦健康診査は、母
体の健康と赤ちゃんの
健全な発育のために、
とても大切な健診です。
　必ず受けましょう!!
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■ 広報かみさと　№467 ■

小児救急電話相談（＃8000）
　休日や夜間の子どもの急病（発熱、下痢、お
う吐など）時の家庭での対処方法や受診の必要
性について、小児科経験のある看護師が相談に
応じます。また、必要に応じて医師の助言を受け
対応します。
　なお、大人の病気などに関する相談、子どもの
発育や病気予防など救急でない相談はご遠慮く
ださい。
◆相談方法（電話による相談）
※埼玉県内のどこからでも電話で『＃8000』を
プッシュすることで、相談窓口につながります。
携帯電話からの相談も可能です。ダイヤル回
線・IP電話の方は☎048-833-7922へ。

◆相談受付時間
・平日（月～土）
午後７時～午後11時

・休日（日・祝・年末年始）
午前９時～午後11時
★受診可能な医療機関をお探しの場合
・埼玉県内の病院を紹介
救急医療情報センター（24時間対応）
［☎048-824-4199］

・児玉郡、児玉郡市外の病院（群馬県方面も含
む）を紹介

　児玉郡市広域消防本部（24時間対応）　
［☎0495-24-1119］

◆問合せ
埼玉県保健医療部医療整備課医療整備担当
［☎048-830-3538]

保健センター予定表 ☎33-2550

 
 
 
 
  

４月

５月

 ２日㈬
　  ～

 ４日㈮ ポリオ
 ７日㈪
 ８日㈫ 
 11日㈮ 赤ちゃん相談
 14日㈪ ２歳児歯科健診
  （平成18年３月生）
 15日㈫ ３歳６か月児健診
  （平成16年９月生）
 16日㈬ １歳６か月児健診
  （平成18年９月生）
 17日㈭ ３・４か月児健診
  （平成19年12月生）
 18日㈮ ７･８か月児健診
  （平成19年８月生）
 22日㈫
　  ～  子宮・乳がん検診
 25日㈮
 ８日㈭
 ９日㈮ 

子宮・乳がん検診

②在宅当番医療機関
◆診察は午前中のみとなります。また当番医は変更になる
場合もありますので、確認してからお出かけください。

①休日急患診療所
休日の医療機関はこちらへ

４・  ６㈰ 高山整形外科 ☎22－3245
４・13㈰ 辻クリニック ☎35－1116
４・20㈰ 中沢皮膚科 ☎22－1112
４・27㈰ 中村外科医院 ☎21－6211
５・11㈰ 西澤整形外科 ☎33－0600

　　診察科目…内科・小児科
　　診察時間…午前９時～午後４時
　　※健康保険証を持参してください。

［本庄市保健センター内☎24－2003］

〜中１・高３に相当する年齢の方も対象となります〜

『麻しん風しん混合予防接種』を受けましょう！

日本脳炎予防接種について

赤ちゃん相談の
「個別相談」が予約制に変わります

　はしかは、例年春に流行する
病気で、感染力が非常に強く、
予防接種を受けていないと多く
の人がかかります。昨年春の若
者を中心とした“はしかの流行”
を受け、今年度から中学１年生
と高校３年生に相当する年齢の
方も接種対象となりました（５年間の期限付、上表の中１･高３『接
種計画』を参照）。

　日本脳炎予防接種は、厚生労働省より『現行の日本脳炎ワクチ
ン接種後に重症の急性散在性髄膜炎を発生した事例が出たため、
慎重を期して接種を差し控える勧告』が出されました。これを受
けて本町でも日本脳炎予防接種の接種勧奨を見合わせています。
　ただし、定期接種の対象者のうち接種希望する方には、日本脳
炎予防接種の効果や目的および重篤な副反応をご理解いただいた
上で、公費接種を行っています。

　今まで予約が不要でした赤ちゃん
相談の「個別相談」が4月から予約制
となります。相談希望の方は相談日
前日までに保健センターへご連絡く
ださい。
　相談者の受付は、午前10時30分か
ら開始となります。相談希望者が多数の場合は、先着順で10名
様までとさせていただきますのでご了承ください。
　計測のみの方は、従来どおり予約は不要です。

●中１・高３『接種計画』

平成20年４月
時点での学年

接種対象になる
予定年度

中１・高３ 平成20年度
小６・高２ 平成21年度
小５・高１ 平成22年度
小４・中３ 平成23年度
小３・中２ 平成24年度

◆日本脳炎

対象者 接種回数

生後３歳〜７歳６か月未満 １期初回　２回
１期追加　１回

９歳以上13歳未満 ２期　１回

◆平成20年度の接種対象
平成20年度接種対象者 接種期間

第１期 生後１歳〜２歳未満
１歳の誕生日の前日
　〜２歳の誕生日の前々日まで

第２期
幼稚園・保育園などの年長児
（平成14年４月２日
　　〜15年４月１日生まれ）

平成20年４月１日
　　　　〜21年３月31日まで
（春のはしか流行の前に、
　　　早めに接種しましょう）

第３期
中学１年生に相当する年齢の方
（平成７年４月２日
　　〜８年４月１日生まれ）

第４期
高校３年生に相当する年齢の方
（平成２年４月２日
　　〜３年４月１日生まれ）


